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おお

2016年4月13日 泉大津市で確認されたヘラシギ 撮影 福田幸充氏







ヘラシギ 右の足にフラッグ標識「ＭＡ」の文字
ロシアでの人工増殖プロジェクト（ヘッドスタート・プロジェクト）
で2013年に人工ふ化し、現地で放鳥された個体と判明



ヘラシギ（環境省レッドリスト「絶滅危惧IA類」指定）の現状

チドリ目、シギ科の水鳥で、体長は14-16cm、名前のとおりヘラ状のくちば

しが特徴。英名はSpoon-billed Sandpiper（略称SBS）

極東ロシアのチュコト半島などで繁殖し、冬期になるとミャンマー・バ
ングラデシュ・タイ・中華人民共和国南東部などへ南下し越冬する。日本
には渡りの途中に飛来する「旅鳥」。渡りの中継地や越冬地では干潟や湿
地に生息し、広い嘴を左右に振って泥や砂の中にいる獲物を捕らえたり、
嘴で泥や砂の表面をつついたり、空中の昆虫（ミギワバエなど）を挟み
とったりする。

近年（特に2000年以降）、急激に個体数が減少し、現在の世界全体の個
体数は400羽（成鳥）以下といわれている。主な減少の理由は、越冬地での
かすみ網を使った食糧としての水鳥の捕獲や干潟の開発などによる中継地
の破壊などが考えられる。

2010年から、国際的な保護の取組み（人工繁殖プロジェクト）がスター
トし、今後の個体数の回復が期待されている。



越冬地 中国広東省福成河口
2014年と2015年に越冬

中継地 大阪・泉大津市
2016.4.13

繁殖地 ロシア チュコト自治管区
2013年7月5日 人工ふ化
2015年同じく人工ふ化個体のメス

「ＬＡ」とつがいとなり繁殖

ヘラシギ
「MA」の旅
Spoon-billed Sandpiper Task Force 
News

越冬地から繁殖地への
旅の途上に泉大津に飛来

2015年冬に広東省で発見
されたヘラシギのうち7羽に
は足にフラッグが付けられ
ていました。うち1羽にはMA
と刻まれた白いフラッグが
足に装着されていましたが、
この鳥は2014年の冬も同じ
場所で記録されていた個体
でした。



東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ（EAAFP）で
は、ヘラシギを絶滅の危機から救うため、2010年にタスクフォース (Spoon-
billed Sandpiper Task Force) が設けられヘラシギの越冬地であるミャン
マー、バングラデッシュの沿岸を中心として、現地のNGOとともにヘラシギの
保全のみならず沿岸湿地の保全、渡り鳥と地域社会の保全にむけた取り組み
を展開中

ヘラシギの保護のための活動



保護活動 人工増殖の取組み
人工増殖プロジェクト 2010年～
・英国ＷＷＴ（Waterfowl and Wetlands Trust＝水鳥湿地トラスト）
による取組み
営巣地で巣から採取した卵を英国の施設で人工ふ化し、保護増殖

・ヘッドスタート・プロジェクト 2012年～
ヘラシギの繁殖地である極東ロシア、チュコト半島での取組み

営巣地で巣から採取した卵を現地で人工ふ化し、飼養のうえ、
現地で放鳥し、自然ふ化の個体とともに渡りに参加させる。



Spoon-billed Sandpiper: Hatch 





■ヘッドスタート・プロジェクトで
放鳥された２羽が2015年につがい
となり繁殖！

「ＭＡ」は、2013年7月5日にロシア、チュコト
半島のメイニビリギノで人工ふ化したオス個体
で、同年8月6日に放鳥された。
2015年には、同じく人工ふ化個体のメス

「ＬＡ」（下）とつがいとなり繁殖した。



越冬地でのかすみ網を使った食糧としての水鳥の捕獲

干潟の開発などによる中継地の破壊

シギ・チドリたちの苦難



保護啓発活動

児童、生徒への環境教育、密猟防止対策

https://i.ytimg.com/vi/INu1Z5xHeWQ/maxresdefault.jpg

日本野鳥の会は、香港バードウォッチング協会の依頼を受け、ヘラシギと湿地
の保護を訴える国際環境教育事業”Journey of Spoon-billed Sandpiper”制作
プロジェクトに協力しました。ヘラシギの渡りをストーリーにしたモノクロの
原画に、子どもたちが色を塗ってアニメーションを完成させるもので、渡り
ルート上8か国・500人の子どもが参加しました。世界各国の子どもたちからの
「ヘラシギを守ろう！」というメッセージが込められたアニメーションです。

ヘラシギのアニメの制作
『Journey of spoon-billed 
sandpiper』（旅するヘラシギ）

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj4z9COpvzMAhWlJqYKHR_kDScQjRwIBw&url=https://www.youtube.com/watch?v%3DINu1Z5xHeWQ&psig=AFQjCNHxFyTGZuVlgN0lR_mO-5qgqJJk5Q&ust=1464508667089672


国際的な調査の実施とモニタリングネットワークの誕生

ヘラシギの繁殖地、中継地、越冬地を対象とした飛来数とその分布に
ついての国際的な調査、継続的なモニタリングは重要です。
近年、EAAFPヘラシギタスクフォースを中心として、国際的なネットワー
クの構築が進んでいます。

日本国内ではモニタリングサイト
1000シギ・チドリ類調査のネットワ
ークを中心として、これまで継続的
にヘラシギの観察記録が収集されて
きました。今後、ヘラシギの個体数
の推移を明らかにするために、また
人工孵化によって育てられたヘラシ
ギの渡り成功率を推定するために、
日本国内ではオホーツク沿岸、石狩
川河口域といった比較的観察記録数
が多い地域について、重点的に調査する体制が必要になると考えられます。

絶滅の危機！ヘラシギを救うために   バードリサーチ水鳥通信 2014年4月号から引用
富田宏・柏木実 ラムサール・ネットワーク日本





人工ふ化個体の観察は2015年9月4日
の伊達市（「V6」刻印フラッグ装着
個体）に続いて日本では2例目

今後、人工ふ化個体の観察例
が増えることが期待される



東アジア・オーストラリア地域フライウェイ
パートナーシップ 10周年
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